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新年明けましておめでとう
ございます。本年もよろし

くお願い致します。本年は1900年代
最後の年であり、本日は21世紀に向
けて夢を語っていただきたいと思いま
す。さて５月１日には西瀬戸自動車道
（瀬戸内しまなみ海道）が開通し、い
よいよ愛媛県と広島県が陸続きにな
り、全国から注目を浴びるようになり
ます。三原市の今後の展開についてお
聞かせ下さい。

瀬戸内しまなみ海道が開通
し、かつての様な四国の玄

関口としての港湾の機能は減退します
が、広島空港と新幹線・山陽自動車道
などの高速交通網の結節都市として、
本年３月に一部供用開始になる三原バ
イパスや松浜・貝野沖の港湾整備･下
水道などの都市基盤整備を進め先進企
業などの誘致を広島県と共に進めて行
きたいですね。

今後回遊観光客の増加が予
想されます。観光協会をう

きしろロビーに移し、観光案内を設置
することで、空港の玄関口として全国
に三原の良いところをPRして行きた
いですね。JCも運動している三原・
瀬戸田架橋（仮称）の早期実現に向け
市民運動を展開して行く必要がありま
すね。また、市民長年の念願だった三
原バイパスも残りの工事区間の早期完
成に向け努力しなければいけないでし
ょう。

自立した都市を
目指して
地方分権が叫ばれ久しいで
すが、2000年には介護保

険制度がスタートし、在宅介護サービ
スの充実を考え、また現在の地方自治
体の経営状態をより健全化し行政の効
率化を図るため、JCでは広域合併に
ついて考えておりますがいかがでしょ
うか？

現在では、１市５町の広域
行政区内で行政サービスの

一部を三原市のホストコンピュータで
管理しております。これからも近隣の
町と連携して、ゴミの広域処理や消防
など効率よくサービスを提供して行き
ます。

道路網も整備され、行動範
囲が広がった現在、経済活

動には垣根はなく、もっと経済界で人
的交流や情報交流を進め、広域合併も
経済界から提案し運動を進めなくては
いけませんね。

地方分権が進み地方に自立
が求められ、交付税制度な

どが見直されるようになる前にできる
だけ早く自立できる都市の規模や基盤
を確立させたいものです。

また、大型郊外店の進出で中心市街
地の空洞化が深刻です。そうした中、
商工会議所では今年、福祉のアンテナ
ショップをオープンすると聞いていま
すがどんなものでしょうか。

通産省の助成を昨年受け、
商店街の中に福祉という新

しい切り口で帝人通りにアンテナショ
ップを開設しますが、これからが大変
です。市民の皆さんも一度来店してい
ただきたいですね。また、郵便局跡地
の利用方法や、中心市街地活性化法（※１）

に基づき『TMO』（第３セクターのま
ちづくり会社）を設立するため現在基
本計画を市と協力をしながら進めてい
ます。

財政的には厳しい状況です
が、これから商工会議所や

関係団体･企業と連携を取り、また市
民の皆さんの声を聞きながらまちづく
りを行って行きたいと思います。

そうですね。これからのま
ちづくりには、行政まかせ

という考え方から脱皮し、まちに住む
全ての人・企業・団体が一緒になって
考えてゆくというシステムが必要とな
って来るでしょうね。今話題となって
いる「PFI」（※２） や「まちづくり研究
所」などを行なっている他都市での実
例もJCとしては勉強し、良いものは
どしどし吸収してゆきたいと考えてい
ます。

教育問題を
考える
最近、新聞紙上などで日常
のように報道されている子

どもの教育問題についてですが、三原
青年会議所でも未来を担う子どもたち
の健全育成のためにわんぱく相撲など
を行っています。教育問題についてど
のようにお考えですか。

広島県では２年前より総合
選抜制度も廃止になり、ま

た国でも中教審の答申を踏まえ徐々に
教育システムも変わりつつあるのでは
ないでしょうか。今の教育問題に対し
ては学校だけでなく、家庭・地域も連
携して対応してゆかなくてはならない
と感じます。

青年会議所では、地域の歴
史や文化を伝え、地元に誇

りを持てる子どもたちを育ててゆかな
くてはならないと考えております。今
年度は地域のエキスパートの方や、環
境・福祉の専門の方とともに子どもた
ちに命の大切さについて考え、また社
会性も身に付けられるような事業を行
う予定です。またJCメンバー一人ひ
とりが子どもを持つ親であり、地域の
構成員である事も私たち自身、しっか
り認識して、何をしなくてはならない
のか考えてゆく必要があると感じてい
ます。

そうですね。これからは、
今までのPTA活動だけで

なく、地域の経済界･社会福祉協議会
や市民活動グループのネットワークが
教育の現場に必要だと思います。やっ
さ祭りなど学校や町内会単位などで子
どもと一緒に参加していただくと良い
地域文化教育になると思いますよ。

学校の運動会や課外教育
の場でやっさ踊りの踊り

方やお囃子を地域の方々が先生となっ
て教えることができれば素晴らしいで
すね。今年のやっさ祭りも不況を吹き
飛ばすような市民が総参加の祭りにし
たいものです。是非、三原市の職員の
方も昨年以上にボランティアとして積
極的に参加していただきたいですね。

いつも、祭りの時の市民
の方々の情熱には敬服し

ています。市の職員に祭りの準備等に
声をかけていただき、これをきっかけ
に行政と民間との交流がより活発にな
ればと思います。

市民が主役の
まちづくりを
青年会議所では地方分権
からさらに進んだ地域主

権社会の実現に向け運動を続けていま
すが、昨年12月NPO法が施行され、
広島県でも条例が公布されました。三
原市において住民参加･市民活動に関
するお考えはいかがでしょうか。

市政に市民の皆さまの声
をより反映するため、広

報みはらの充実や、課題ごとに審議会

など設けております。出前講座サービ
スも行っておりますのでどしどし利用
していただき、皆さんの声を出してい
ただきたいですね。NPO法について
の対応は今後の検討課題と考えており
ます。

行政は市民に10年後20年
後、わがまちがどのように

なるのか、なろうとしているのかビジ
ュアル的に示し、呼ばれたから出向く
のではなく、積極的に市民の声を聴き
にでて行くことが必要ではないでしょ
うか。また、経済界では非常に厳しい不
況の中、リストラの嵐が吹き荒れてい
ます。行政も今まで以上に行財政改革
を目で見える形で押し進め、合理化を
徹底的に図っていただきたいですね。

地方分権が進む中、市民
サービスの向上とまちの

経営感覚がますます問われてきます。
情報を開示し、透明感のある、市民が
信頼する市政を目指していただきたい
ですね。また、本年は市議会議員の選
挙も春に行なわれます。21世紀の三
原を託す人を選ぶわけですから、JC
としても重大な関心をもって注目して
ゆきたいと考えています。最後に三原
青年会議所に対して期待されることが
あれば一言お願い致します。

JCに一言

若者の特権である行動力
に期待しています。どん

どん新しい発想でまちづくりに対して
提案をしていただき、三原市を共に発
展させたいですね。

身近な問題から動いて、
市民運動まで発展させる

ことで、三原のまちを変える気概をも
っていただきたいと思います。

ありがとうございます。
昨年もペットボトルの自

主回収ルートを開設するに当たり、市
内のショッピングセンターの方々･各
種団体の方々や多くの市民の皆さまの
ご協力をいただきました。この経験か
ら一市民･一団体の力は小さいけれど
それぞれがネットワークすることで大
きな力や運動になることがわかりまし
た。今後も、市民の皆さまと三原のま
ちの未来を考え、共に行動して行きた
いと思います。本日は大変お忙しい中、
貴重なお話をお聞かせいただきまして
誠にありがとうございました。

四国への第３の架け橋「瀬戸内しまなみ海道」の開通を目前に控え、加えてバイパス整備等が
進む中、我がまち三原を取り巻く環境は刻々と変化しています。さらに、まちづくりの視点が
広域化する中、我々市民は未来都市“みはら”をどのようにイメージし、理想的なまちづくりを
進めていけばよいのでしょうか。
本日は新春対談として、山本清治三原市長と勝村篤博三原商工会議所会頭のお二人にご出席

いただき、大東弘典（社）三原青年会議所理事長を交えて、現況を踏まえたみはらの未来について
語っていただきました。

（※１）中心市街地活性化法
近年の都市の中心市街地の疲弊、とくに地方都市の中心街区の著しい衰退
に対し、市街地の整備改善および商業等の活性化を一体的に推進するため
の法律。大規模小売店舗法の廃止にともなって公布された大規模小売店舗
立地法、改正都市計画法とともに街づくり関連三法と呼ばれる。TMOは
市町村の立案したマスタープランに従って、中心市街地の商業地全体を総
合的かつ独自の計画によって推進させる事業を実施し、中心市街地の運
営・管理を担当する機関である。 〈imidas（集英社）より引用〉

（※２）ＰＦＩ〔private finance initiative〕
「民間資本による社会資本整備」の略。公共事業に民間企業の資金、ノウ
ハウを導入することにより、国や地方自治体の財源負担の軽減を図るとと
もに民間の活性化を促す事業手法。日本においては、第１号として、建設
省とJR東日本が、新宿駅南口の再開発事業で導入する予定。しかし、大
規模な開発に対するリスクを民間が回避し、利益だけを吸い取ることにな
ることも考えられ、今後の動向が注目される。

〈imidas（集英社）より引用〉
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